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ABSTRACT ；Air　temperature　and 　humidity　were 　meas 田 ed 　in　air−conditioned 　guest　rooms 　of　six　hotels　in　summer ，

2003．Air　temperatures 　measurcd
，
　in　general，　wele 　rather　too　low　either 　from　the　viewpo 孟nt　of 　comfort ／health　or　energy

conselvation ．　Air　conditioning 　with 　too　low　temperature　sct　annoyed 　the　guest　especially 　during　sleeping ；it　made 　him

feel　too　cool 　when 　operating 　and 　too 　warm 　when 　not
，
　disturbing　his　ease ．　Japanese　government，　aiming 　at　the　reduction

of　carbon 　dioxide　emissions 　to　the　level　proposed 　at　COP3 　meeting 　held　in　Kyote　in　1997，　requires 　air−conditioning
with 　air 　temperaturc 　lower　than　28C ．　For　meeting 　to　this　guideline　and 　thermal　comfort ，　higher　temperature　setting
should 　be　taken　into　consideration ．

1 ．は じめに

　温熱環境が 日常生活にお ける快適性 ・健康性を支

配する重要な要因 で ある こ とは言 うま で もな い こ と

で あるが、そ の 環境形成 に 当た っ て は、地球環境性、

す なわ ち、地球資源 の 消費の 抑制お よび地球環境 へ

の イン パ ク トの 防止、とのバ ランス を図 る ことが必

要で ある 。 その 方策と して は、省エ ネ ルギ
ー

の 推進

とともに、人 工的環境調 整へ の 依存を減 らすた め に

日常生 活 にお け る人間 の 適応能力の 活用を図る こ と

が検討 され る べ きであ る。

　再言す る が 、省 エ ネル ギ
ー

を図る こ とは、地球資

源枯渇の 防止に 加えて 、 地球温暖化等の 地球環境問

題 緩和 の観点か ら も、きわ め て 重 要な こ と で あ る 。

第
一

次 オイル シ ョ ッ ク（1973）を 契機 と し て 1979 年に

制定された省 エ ネ 法 （エ ネル ギーの 使用の 合理化 に

関する 法律） は数 次にわ た っ て 改正 され て き たが、

昨年（2002年 12 月 11 日）大幅に改正 され 、今年（2003

年 4 月）か ら実施 された。今回の 改正 の 主 目的は、

消費量 の増加 傾向が顕著な 民生 エ ネル ギーの 抑制を

図る こ とにあるが 、そ の 背景 には地球温暖化防止を

目指 した 1997年 cop3 （第 3 回気候変動枠組み 条約

締約 国会議）の 京都議定書の 推進の た めの 温室効果

ガス ニ 酸化炭素の縮減 と い う緊要の 命題がある。

　民生部門にお ける省エ ネ ルギ
ー

の 具体的な方策と

して は、省エ ネル ギー ・省資源対策推進会議省庁連

絡会議か ら、夏季［冬季1に つ い て は 「住宅 ・ビル等

にお い て は、冷房 中［暖房 中］の 室温が 28℃ を下回 ら

な い ［20℃ を 上 回 らな い 】よ う に 適切 な調 整に 努め る

等、エ ネルギー消費に つ い て 適正 な管理 を行 う こ と」

（2002／06127） ［2002111 ！29】、が 提言 され て い る 。さ

ら に 、いずれ の 時期 に つ い て も、「第二 種 エ ネル ギー

管理指定工 場 （オ フ ィ ス 、デ パ
ー

ト、ホ テ ル 、学校

等）に つ い て 、エ ネル ギー管理の 徹底 を図る ととも

に、……
e また 、従業員に対 し省エ ネル ギー

に関す

る 研修等の 機会の 提供に努め る こ と」 が推奨され て

い る。

　産業部門 に 比 べ て法的規制が 少な い 民生 部門で は 、

管理者 ・居住者 の 理解 ある管理 に委ね られて い る こ

とが大 半 で あ る 。しか し、多様な
一般市民が係わ る

日常生活にお い て は、嗜好 ・温熱感覚 等の個人的特

性、他者 へ の サ ービ ス の必要性、作業活動 ・服装の

相違、基礎的知識 ・情報の 周知不徹底、な ど種々 の

要 因が あ るため 、上述の 省庁連絡会議で提言された

よ うな
一

定 した環境管理 を期待する ことは容易な こ

とで はな い 。したが っ て 、今後、民生 部門にお い て

実効的な省エ ネルギー対策を進め て 行 くた め には、

日常生活における温熱環境の 実態 を把握 し 、 問題点

を明 らか にする ことが きわ めて重要で ある。

　以上 の よ うな観 点か ら、調査者 は 日常生 活 に お け

る さま ざまな環境にお ける温熱環境の 実測調査 を行

っ て き て い る 。 本論文で は こ れ ら の実測の うち、夏

季ホ テル客室に お け る 温湿 度測 定結果 に基づ い て 、

温 熱的快適性お よび省エ ネル ギー性 の 観点か ら、ホ

テ ル 客室 の 温熱環境に つ い て 報告す る 。

2 ．調査概要

　調査 者A に 小 型温湿度データ ロ ガーを常時 携帯さ

せ 、あ わ せ て 行 動記 録を規定の 用紙 に随時メ モ さ せ

て い る 。温湿度デー
タ採取は 2 分間隔で ある 。今回

の 解析対象 の 6ホ テ ル の 概要を表一 1 に示 す。調査

は調査者が 用務 によ り出張 した際 に宿泊客 として行

わ れ た も の で あ る。前半の 4 ホ テ ル は 、携行 ロ ガー

が 1 台の ため、ホテル の 測定は必ず しも常時継続的

に 行われて い る わけで はない 。 後半の 2 ホテ ル で は

ホテ ル専用 の ロ ガー
を携行 したの で、常時客室に設

置 してお い た。
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表 一 1　 調査ホテ ル の 概要

ホ テ ル 所在地 タイ プ ・料金 空調制御 宿泊日 （調 査 日） 客室数

OK 東京都港区 T＊孝＊＊ 温 度 1 ℃ 07／31（木〉〜08／Oi（金） Sl49，T396，Dl82，0130

SHA 大阪市 S料 ＊ 風量 LMH 08／07（木〉〜 08／08（金） S274，T20，D8

KB 宮崎市 Sネ＊ ON−OFF の み 08／21（木）〜08／22（金） 不明 （100室程度？）

FH 宮崎県北郷町 T＊＊ 風量 LMH 08／22（金）〜08／23（土） 101 室 （HP によ る）

GC 名古屋 市 T＊＊＊＊ 温 度 0．5℃ 09／03（水）〜09／07（日） S81，T105，D51，09

MC 島根県松江市 S＊ 風量 LMH 09／16（火）〜09／19（金） S39， T6，
D6

料金（税サ 別 、一
人）は ホテ ル ガイ ド （昭文社）に よ る 。’ 5000 円以下 、 ＊ ＊5000 〜10pOO 円、＊＊＊10

，
000〜15，000

円、＊ ＊ ＊ ＊15
，
000 円以上 。客室 は S シ ングル 、T ツイ ン、　 D ダブ ル 、0 そ の 他。

3．調査結果

　前出表
一 1 に 示した ホテル の 特性の うち、客 室内

温熱環境形 成に も っ とも大きな影響を及ぼすも の は

空調制御方式で あ る。こ れ によ り分類 して 解析す る 。

3．1 温度制御が つ い て い る もの

　デジ タル あ る い は ア ナ ロ グ式の 温度調節パ ネルが

つ い て い る も の は、宿泊客 と して は 、一
応 、温 度設

定が選択可能で ある と考え る 。ホ テ ル OK お よび GC

が こ れに 当たる 。

（D ホテル OK （東京都港区）

　客 室 にはダイ ヤル式の 1℃ キザ ミの 温度パ ネルが

つ い て い る 。OK にお ける実測結果を表
一 2 に示 す e

チ ェ ッ クイン 入 室時 には 25℃ に設定 され て い たが 、

冷えを感 じた調 査者は 、26℃ に 設定を変更 した後 、

　　　　　　　　　　　　表一 2

外出した （  ）。 帰室後 、や は り冷え を感 じたた め

28℃ に設定値 を上 げ （  ）暫時在室後、外出した。

帰室後、温熱環境の 改善が感じられ な い の で、29℃
に さ らに あげて 就寝 した（  ）が 、05：20 頃に はつ い に

空調 を停止 した（  ）。 停止時の 温度は 25．5℃ で あっ

た。停止 後 30 分ほどして ロ ガー作動状況 の チ ェ ッ ク

の た め、衣装戸棚 に入れ て い る（  ）。

　表一 2 を見る と、      と設定温度を変え て も、

実現温度お よ び相対湿度に はほ とん ど変化がな い こ

と が わ か る 。すな わ ち、温 度調節パ ネル は 設置され

て い る もの の 全 く機能 されて おらず、中央で
一

括制

御され て い る も の と考 え られ る。なお、      の 温

度の 変動 幅は O．6〜0．9℃ と小 さ い こ とか ら制御の精

度は高い 。

ホテル OK における設定温度別の 実現温熱環境

No． 測 定 日時 Data 数 設定温度 平均気温 （最 小、最大） 平均湿度 （最小 、最 大）

  0713113：28−0713117 ：24 120 26℃ 25．0 ［24．8，25．4］ 61．6 ［60，63］

  0713117 ：36−0713119二54 70 28℃ 25．3 ［25．0，25．6ユ 62．9 ［62，65ユ

  0713120 ：04−0810105 ：20278 29℃ 25．2 ［24．8．25．7］ 6L4 ［59，64］

  0810105 ：30−0810105 ：58 14 空調停止 25．5 ［25．4， 25．6］ 63．0 ［62， 65］

  0810106 二〇6−0810106 ：36 14 衣装戸棚 26．4 ［26．4，26．4ユ 62．4 ［62，63］

（2）ホテル GC （名古屋 市）

　客室 には 0．5℃ キザ ミ の 温 度 パ ネル が つ い て い る。

滞在 も 4 泊と長 く、ホ テ ル専用の ロ ガ
ー

を滞在 中客

室に設置 し て い たの で 設定温度を細か く設定 ・変更

して い る。ホテ ル GC に お け る 測定結果を設定温度

別にま とめ て 表
一 3 に 示 す。大 き な 特徴 と し て 、設

定温度に 対し て 実現平均温度 が高 く、デー
タ数 で 重

み 付け し た平均 設定誤 差 は IJ ℃ で あ る。設定温 度が

高 く な る と誤差が大 き くな る 傾向が 見 られ、設 定 が

26℃ 以 上 にな る と 、冷房の 用 を果た さな い こ とが多

くな る。温度変動幅は 概 し て 大き く、2．0℃以 上が 9

例 、そ の うち 5例 は 3．0℃ 以 上 であ るが、設定温 度が

低い ほ ど変動 幅が大 き くな る傾向が見 られ る。

　設定温度 が 25℃以下 で は、平均実 現温 度 は比較 的

妥当な数値で はある も の の 、変動幅が大 き い ため 、

在室者 は cool な 環境か ら warm な環境ま で 暴露され

る こ とにな り、温 熱的 快適性 は か な り損な わ れ る 。

特に、就 寝 中は問題 が大 き い 。 No   で は夕方 に 24℃

に設定 し外出 したが 、帰室 後は 26℃ 前後で あっ た た

め設定 はそ の ま まに して就寝 した。しか し、深夜（2

時過ぎ）に冷 え を感 じたた め設 定 を 25．5℃ に変更 し

て い る （  ）。設 定変更時 周辺で は室温が 24．0℃ まで

低下 して い た 。

3．2 風量調節が つ い て い る も の

　押 しボ タ ン式あ る い はダイ ヤ ル 式の L ，M ，H の風量

調節が つ い て い る も の は 、一般宿泊客と し て は解釈

に とま どうで あ ろう 。 L が低温 を意味する の か 、冷

房能 力が低 い の か、まぎ らわ しい 。ホ テル SHA 、　FH 、

MC が こ れ に当た る。

（1）ホテ ル SHA （大阪市）

　表 一4 はホ テ ル SHA の 測定結果で ある 。 チ ェ ッ ク

イ ン が 遅か っ た の と 、収録デ ータ数が FULL に な っ

て ロ ガーが 停止 し て し ま っ た た め 、 1 事例 の み で あ

る。平均気温 は 25．6℃ で 、温度変動幅は 1．6℃ で あ る。

38
N 工工

一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society of Human-Environment System 

NII-Electronic Library Service 

Japanese 　Sooiety 　of 　Human −Environment 　System

表
一 3　 ホテ ル GC にお ける設定温度別の 実現温熱環境

測定 日時
気　温 ，℃ 相対湿度，％

No ． Data
設定 平均 （設 定誤差 【最小 、最大】，幅 平均［最小 、最大】

  0910313 ：08−0910316 ：3610324 25．6 （1．6） ［24 ．1，27．1｝，
3．0 66．1［57，75亅

  0910617 ：38−0910702 ：2226424 25．6 （1．6） 【23．7， 265
，
2．8 70．161 ・ 75］

  0910317 ：44−0910320 ：20 7924 ，5 26．0 （1．5） ［24・8・26・8亅， 2・O 73．8［62，79］
  0910316 ：44−0910317 ：38 2725 26．7 （1．7） ［26．1，27β1，

1．2 74．8【72，761

  0910320 ：28−0910406：2630025 26．9 （L9 ） 【24．8，27．8］，3．0 74．4［67，79】
  0910518：34−0910521：44 9525 26．3 （L3 ） ［24．3，27．4亅，

3．1 65．7［57，72］
  0910615 ：12−09！0617 ：30 6925 25．9 （0．9） 124．3，27．3］， 3．0 68．1［59，74］
  0910406 ：34−09！0418 ：0834725 ．5 27．3 （1．8） 【25．2， 28．11

，
2．9 67．4［56， 77亅

  0910420 ：26−09！05043624625 ．5 27．3 （1．8） ［245 ，28．0］，3．5 67．8［61，731

  09／0521 ：50−0910606：18254255 27．6 （2．1） ［26，4，28．0］，
1．6 64．6［62， 71］

  0910702 ：30−0910703 ：22 2725 ．5 26．0 （0．5） 【25．4，26 ．4］，
1．0 70．4 ［67，74］

  09！0418 ：16 −09／0420 ：18 6226 28．2 （2．2） ［27．8・28．5］，
0．7 67．2［63， 70】

  0910517 ：34−0910518 ：28 2526 27．3 （1．3） 【25．7， 28．5］， 2．8 64．2［59，69】
  0910606：24−0910615：0626126 28．2 （2．2） 【26．4，28．6］，1，8 62．9［58，70

  0910509 ：14−0910509 ：46 17265 28．8 （2．3） 128．7，28．8］， 0．1 63．0［63，63］
  0910509 ：54−0910516 ：5821026 ．5 29．0 （2．5） 128．6，29．4］，0．8 59．2［54，64］
  09！0703 ：30− 0910709：5819426 ．5 27，2 （0．7） ［265 ，28．3］，1．8 63．0［58 ， 68］
  0910507 ：44− 0910509 ：06 4227 285 （15 ） ［28．0，28．6］， 0．6 63．7［63，66］
  09／0504 ：44− 0910507：36 87 停止 27．7 ［27．6，28．0】，0．4 67．3［66，68］

表
一 4　 ホテル SHAにお ける実現温熱環境

No ．

 

測定 日時

0810720：20− 0810722：16Data
数

59
設定

風量 LOW

平均気温 （最 小 、最大）

25．6［24．8，　26．4］

平均湿度 （最小、最大）

548 【50，　59］

（2）ホテル FK （宮崎県北郷町 ）

　表 一5 は ホテル FK の 測定結 果 を示 す。チ ェ ッ ク

イ ン後約 1 時間は LOW で 運転 し、そ の後の 1時間

は HIGH で 運転 した が、い ずれ の 風量 で もほ とん ど

同程度の 温熱環境が形 成 されて い る 。 平均気温は

23℃ 以下 で 、温 度変動幅は O．7℃ と、か な り冷涼 な状

態 で ある。  の 後、空 調は つ けた まま で あるが 、食

　　　　　　　　　　　 表一 5

事 に ロ ガー
を携行 した の で 、客室 の 記 録は な い 。

21 ：40 帰室後 20 分ほ どは空調 を つ け た まま で あ っ た

が 、冷え を強 く感 じたた め空調は 22 ：00 に停止 した。

停止直前 6 データ の平均気温は 21．9℃ と冷却が進ん

で い た 。 空調停止以 降は気温 は次第 に 上 昇 し、翌 日

07：00 には 28．3℃ に至 っ たが 、特に暑 さを感 じる こ と

が なか っ た の で 空 調は つ け て い な い 。

ホテル FK に お ける設定風量別の 実現温熱環境

No ． 測定 日時 Data 数 設定 平均気温 （最小、最大） 平均湿度 （最小 、 最大 ）

  08／2216 ：06−0812216 ：56 26 風量 LOW 22・8［22・5， 23・2］ 55．1［54 ， 56】
  0812217 ：06−08！2218 ：18 37 風量 HIGH 23．0［22．6，23．3］ 56．7［56，58】
（3）ホテ ル MC （島根県松江市）

　表 一6 は ホテル MC の 測定結果を示す 。 初 日  は

チ ェ ッ クイ ン後空調 を つ け放 しであ っ たが、就寝中

に寒 くな っ た の で OFF に した。測定記録によ る と、

22；20 頃か ら 23℃ 以下 にな っ て い る。滞在期間は 3

泊で あ っ たが 、空調を つ ける と冷え を感 じ る こ とが

多い ため 、 空調 の 使用は多 くなか っ た 。   に 比べ て 、

　　　　　　　　　　　　　　 表一 6

    は気温が高 くな っ て い る 。 空調 ON の 時間が  
よ りも短か っ た こ と もある か もしれない が、 2 日目

の 朝 に、ホテル の ア ン ケ
ー

トに室温 が低すぎる こ と、

省エ ネル ギ
ー

お よ び地球温暖化の 観点か らは良くな

い こ とを書 い た た め、ホテル側が運転方法を変えた

可能性 もある 。

ホテル MC における実 現温熱 環境

No ， 測定 日時 Data数 設定 平均気温 （最小、最大） 平均湿度 （最小、最大）

  0911618：44−09／1700 ：08 163 風 量 LOW 23．8［22．8，25．3］ 55．1【53，61］
  0911716：54−0911717：58 33 風 量 LOW 25．1［24．2，25．9］ 53．9【5L 　 59】
  0911818：10−09／1820 ：38 75 風 量 LOW 26，1［25．3，26．6］ 56．2［53 ，61】
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3．30N −OFF ス イ ッ チの み の もの

　もっ と も シ ン プル な タイ プ で あり、今回 の 調査例

で はホ テ ル KB の
一例 の みで ある 。表 一7 はホテル

KB の 測定結果 を示す。空調はチ ェ ッ クイ ン時（16：30

頃）には既 に ON に な っ て い たが 、セ ン サ
ー

が ロ ガー

本体か らはずれ て い たため、データ収録は遅れた。

空調 ON 時  の 平均は 25℃ 以下、温度変動幅は 1．3℃

で ある。就寝時に空調を OFF に した が 、温度測定値

の 変動状態か ら判断する と （ON ，　OFF にした 時刻の

記録は つ け られて いな い ）、20：30 頃と 02：44 頃の 2

　　　　　　　　　　　　　　　表
一 7

回 、空調 を ON にし て い る。そ の直前の温 度は 29．6℃

お よび 27．5℃ で あり、10 数分後にそれぞれ 23．7℃お

よび 25．1℃ にまで低下 して い る。  に つ い て 温度の

頻度分布を調 べ た と こ ろ、（23．5℃ 超〜
）25．5℃以下は

21 データ （42 分、7．8％）で あ っ た。こ の こ とか ら、

就寝中に暑 さの ため に空調 をつ けたもの の 、冷えす

ぎる こ とか ら比較的短時間で停止 して い る こ とがわ

か る 。 275℃超 も 10 データ（3．4％）あ るが、27℃超〜

27．5℃以 下が 212データ（7 時閤余 り、72％ ）を 占め て

お り、こ れが空調停止 時の概況 と考 え られる 。

ホテル KB に おける実現温熱環境

日時 Data 設定 平均気温 （最小、最大） 平均湿度（最 小 、最大）

  0812119：14− 08／2120 ：1029 ON 24．9【24．3，25．6］ 55．8【52，591

  0812120 ：16 −08！2206 ：00293OFF 時 々 ON 27．1［23．7，29．71 66．8［48，71】

4 ．考察お よびま とめ

　温度調 節パ ネルが つ い て い る もの は、キ メの 細や

か な環境制御が で き る も の 、と考え る の が
一般的だ

と思わ れ る。しか し、ホテ ル OK で は設定温度を大

き く変更 して い る に もかか わ らず実現温度は 25℃

程度で あ っ た。した が っ て 、宿泊客は設定環塊を変

え られ ない こ と に な る 。一
方、ホ テ ル GC は設定 温

度 によ っ て実現温度 も変わ る が設定よ りも平均的に

は 1．7℃高 くな り、宿泊客は 自分の 温度感覚 に頼る し

かな い 。い ずれ の 場 合 も、温度調節パ ネル は用をな

さず、誤 っ た情報を与 え る こ と に よ りか え っ て 宿泊

客 を混乱さ せ る こ とにな る 。改善が望 まれ る。

　相対 湿度 に つ い て は 、ホ テ ル SHA
，
　FK

，
　MC お よび

KB で はお おむ ね 50〜 60％ で あ り、OK は 60％ 程度

で あ り大差がな か っ た。ホテ ル GC は温度変動幅が

大き い の に 伴 っ て 、湿度 の 変動幅 も大 きい が、上記

各ホテル に比 べ る と平均 湿度 が全般的 に高く、65％

以 上 が 11事例 （2／3）、70％ 以上 も 5例（30％）あ る。

　空調時の 客室の 湿度 50％rh 、等温環境（tr＝ ta）、気流

速度 0．10m ！s とすれ ば、着衣量 Id＝ O．25clo ・代謝量

M ≡lmet の 場 合は 、気温 ta＝ 27℃ → PMV ＝
− 0．17 ；

ta＝26℃ → PMV ＝− 0．61 ； ta＝ 25℃ →PMV ＝一一1．05 ；

ta＝ 24 ℃ → PMV ＝− 1．52 と な り 、Icl＝ 0．50clo ・

M ＝ O．8met の 場合 は、　ta≡28℃ → PMV ＝− 0．15 ；ta；27℃
→ PMV ＝

− O．64 ；ta； 26℃ → PMV ＝− 1．12 ；ta冨25℃ →

PMV ＝− 1．59 とな る［ISO7730
−1994】。夏季 の ホテ ル 客

室 では半 袖薄手 パ ジ ャ マ
・浴衣 ＋ 下着程度で 安静状

態 で い る こ と が 多い の で 、Iclお よ び M はおおむね

上記 の よ うな値 に 収 ま る で あ ろ う 【ISO9920 】。こ の よ

うな こ とか ら、夏 季空調 時の ホ テ ル 客室 の 温度 は

25℃ を下 回 る こ とは望 ま しくな い 。今回 の 調査対象

で は温度調節が 可能な GC 以外 では 、全般的に過冷

却状態 に ある と い え る が 、ホ テ ル FK および MC （初

日） は平 均で 23℃前後 と特 に冷却が著 し く、KB も

最小値 は 24℃ 近 くで あ る 。 ホテ ル GC で は設定 を

25．5℃ 以上 にす れ ば上述の 過冷却 は避 け られ る が 、

最大値が 28℃ を超 え る点 で 問題 とな る 。

　温熱 的不 快 の 問題 は特 に 睡眠 時 に 重大に な る 。 寒

さ の た め に安眠 が妨 げられた り、場合 に よ っ て は体

調 を崩 した りす る こ とにな り、ホテ ル本来の サ
ービ

ス の 低下 を来す こ と に な る 。今回 の 調査で も、実現

平均温度が低すぎるホテル KB お よび MC で は途 中

で 空調を OFF に して い る。　 wa で は盛夏で あっ たた

め OFF 後に 27．5℃ ま で 上昇 して 暑 さを感 じた ため 、

就眠途中で 再び ON に して 10 数分後 には寒 さ の ため

に OFF にする こ と を繰 り返 して い る 。
　MC で は 9 月

半ばをすぎ て い た こ と と 山 陰 と い う 立地 的な点か ら

外気温 がかな り低下 し て い た ため、就眠 中に 25．5℃

を超 え る こ とはなか っ たが、盛夏で あ っ た ら KB と

同様 に な っ て い た か も しれな い 。ホ テ ル FK で は就

寝時に 相当冷え て い た の で 、初めか ら OFF に して い

る 。仮 に 平均温 度が妥当で あ っ た と して も、温度変

動 幅が 不 当に大 き い 場合には、下限値付近で は 寒さ

の ため に空調 を OFF に しな く て はな らず、逆に上限

値付近で は暑 さ の た めに空調 を ON に しな く て はな

らな い 、と言 う こ と も生じ る 。 こ の 例は、先述 した

ごと く今回 の 調査で はホテル GC で見 られ た 。

　ホ テ ル で は客室 ばか りで な く ロ ビ
ー ・

ホ
ー

ル
・

レ

ス トラ ン ・エ レベ
ー

タ等 で も温度設 定値 が全般的 に

過冷却状態 と感 じ られ る こ とが多 い 。 こ れ は、接客

業 と して は冷房をする こ と が必須 ・絶大なサ ービ ス

と い うホ テル経 営者
・
運営責任者の 強い 思 い こ み が

ある か らで あ る 。また、適切 な温 度設定 に 関 し て従

業員の 知識が 乏 し い こ ともあ る だ ろ う。確 か に設 定

温 度 が高す ぎ る よ りは 低すぎ る方が 、強い苦情は 少

な い 。寒け れ ば停止すれ ば良い 、と言 う こ と で あ る 。

　省庁 連絡会議 の 要請 「冷房中の 室温 が 28℃ を下回

らな い よ うに適 切な 調整に努める 」 こ と か らは 、ほ

ど遠い 状態で あ る。上述 の ご とき接客業経営 の 背景

が ある た め、い きな り 「室温 28℃ 」 を実施す る こ と

は 困難で ある が、経営者 ・現場責任者に対 して 実態

を示 し、要 請の 趣旨の 理解徹底を はか る こ とは重 要

で あ る。また 、ホテ ル は第 二 種 エ ネル ギー管理指定

工 場 に指定され て い る こ ともあ り、「従業員 に対 し省

エ ネル ギーに関す る 研修等 の 機会 の 提 供に 努 め る こ

と 」 に も取 り組む こ とが求 め られ る 。
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